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上立杭の大アベマキ かみたちくいのおおあべまき

90

県指定
所在地：今田町上立杭

漣痕と貝の這い跡 れんこんとかいのはいあと

市指定
所在地：河原町

アベマキは、四国、九州の
山地に分布するブナ科、コナ
ラ科の落葉高木である。
当アベマキは、胸高幹廻り
5.4ｍ、樹高28ｍで、樹種別で
は国内最大の巨木である。樹
形は株元近くに枝がなく、主
幹は地面から3.5ｍで3分岐し、
5ｍで4分岐する。
幹にはツタウルシ、イタビ
カズラ等が着生し、また枝元
にはヤマザクラ、アラカシ等
が寄生し株の古さを明らかに
している。
当アベマキは兵庫県自然環
境保護条例に基づき「郷土記
念物」の指定樹にもなってい
る。

中生代白亜紀の初め頃（約1億
年前）、篠山市一帯に分布する古
生層の山の一部が陥没し淡水湖
を作った。そこに篠山層群と名
付けられた地層が堆積した。こ
の層が堆積する途中、湖の浅い
砂泥の上に棲息していた貝類の
這い跡や岸にうち寄せたさざ波
の跡（漣痕）が消えずに残り化
石化した。そして、この堆積が
後に隆起し、我々の目に留まる
ようになった。これが、本経寺
背後の崖斜面に見られる貝の這
い跡と漣痕である。
篠山盆地に、過去に湖の時代
があったことを物語る痕跡であ
る。


